
 
 今

日
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
十
師
団
観
閲
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
第

十
師
団
は
こ
の
東
海
北
陸
地
方
に
展
開
す
る
各
駐
屯
地
や
基
地

を
統
括
す
る
司
令
部
で
す
。
名
古
屋
市
守
山
区
に
あ
り
ま
す
が
、

私
の
自
宅
の
す
ぐ
近
く
な
の
で
す
。
各
部
隊
よ
り
選
抜
さ
れ
た
精 

鋭
の
隊
員
千
名
の
威
風
堂
々 

の
行
進
と
、
装
甲
車
、
ジ
ー
プ
、 

戦
車
な
ど
の
車
両
パ
レ
ー
ド 

は
圧
巻
で
感
動
し
ま
し
た
。
ま 

た
、
敵
の
拠
点
を
制
圧
す
る
こ 

と
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
も 

見
学
し
ま
し
た
。 

物
凄
く
興 

奮
し
ま
し
た
。
火
砲
の
爆
裂
音 

は
な
ん
と
も
形
容
し
が
た
く
、 

男
の
何
か
を
駆
り
立
て
る
の 

で
す
。
来
世
に
生
ま
れ
変
わ
れ 

る
の
な
ら
、
次
は
軍
人
と
な
り 

た
い
。
軍
人
と
な
っ
て
お
国
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま 

し
た
。
単
純
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
式
典 

で
民
主
党
の
一
年
生
議
員
四
名
と
公
明
党
の
参
院
議 

員
一
名
の
挨
拶
は
災
害
派
遣
の
こ
と
ば
か
り
で
、
祖 

国
防
衛
の
尊
い
任
務
に
つ
い
て
語
る
者
は
ほ
と
ん
ど 

な
し
。
そ
ん
な
国
会
議
員
の
下
で
、
生
命
を
賭
け
て
任
務
を
遂
行 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
自
衛
官
の
方
々
に
申
し
訳
な
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
後
、
自
衛
官
の
名
誉
と
誇
り
を
守
る
感
謝 

激
励
運
動
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
報
告 

服
部
守
孝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

愛
知
県
護
国
神
社
様
の
ご
好
意
で
、
秋
の
み
た
ま
祭
り
で
賑
わ

う
境
内
で
陛
下
の
記
念
パ
ネ
ル
展
示
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
県
内
各
所
か
ら
約
三
千
名
の
ご
遺
族
、
奉
賛
会
の
皆
様
に

ご
覧
頂
き
奉
祝
の
機
運
は
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展

は
年
内
、
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

な
ご
や
通
信 

 
第
十
師
団
創
立
記
念
行
事
参
加 

十
月
十
一
日 

於:

守
山
駐
屯
地 

愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
・
次
回
は
十
二
月
六
日
朝
八
時
～
九
時
、

軍
手
持
参
下
さ
い
、
小
雨
な
ら
窓
の
拭
き
掃
除
を
致
し
ま
す
。 

十
二
月
六
日
津
川
雅
彦
講
演
会
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
し
て
い
ま
す
。 

女
性
の
会
愛
知
で
は
、
来
年
一
月
に
百
人
一
首
を
楽
し
む
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
遊
戯
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
お

茶
と
お
茶
菓
子
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
来
月
。 

日
本
の
息
吹
を
読
み
ま
し
ょ
う 

日
本
の
息
吹
を
勧
め
ま
し
ょ
う 

第
七
号 

平
成
二
十
一
年
十
二
月 

日
本
会
議
名
古
屋
支
部
事
務
局 

 

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
記
念
パ
ネ
ル
展
、
開
催 


